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現代中国語における動量詞“度"について
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1はじめに
りj二げる
はIPJ
“度"は、以下の辞書における釈義にあるよう
“次 η と近い。
く辞書における“度"に関する記述〉
f現代以南国典2002年増朴本J
，次， 再~声明\り~--~培ノト胤静岡
f現代2又活堆民JH法協典』
。相当子“次"“ [T]" :一!支想、汗了¥関度公演¥
明， :r本ノト決定是不公正的。 ¥lし皮肉荷，九度春秋，地日成長
T ¥凡度H:iJ首依依送別的楽人，水潜然部下。
ただこの“度"は、用法上“次"などの動量詞とは異なる。 r数詞十動
“春了三三次円臼去泣間関" というように動詞の後
として用いられるのが一般的である。しかし F数詞十“度月 j
となることはなく、述語動詞の前、つまり f数詞十“度り
というように状認として用いられるという特徴がある。これまで動量
と言えば、 “次丹、“ i百円、“越"、何番"、“下"、“把押などがよく考察
の対象とされた。しかし、この“度"とし寸動量詞に関しては用法上このよ
うな浅間に値する性質を持つにもかかわらず、これまであまり考察の対象とさ
れてこなかっ
ではこの動揺:訴の“度"について統語、意味、語用の三つの側面か
ら考察を行う。なお、本稿では数詞の“一円と“度"が;結びついた何一
というフレーズに関しては考察の対象外とする。 “一一度"には百数を
という意味と、さらに一つの単語として「一時的に、かつ
てj という献詞と見なされるが、実際収集した用例を考察するとどちらの意味
(37) 
でも解釈できる例が数多く見
とし、う
摺(1)もあり、そうすると
またい が、
ることはなし、とし1う
には「一
? ? ?
ことがないということになるのこのようなことから
や“九円の{列を考察の対象とする。
2統語論的考察
2. 1 r数詞+“度"Jの文法機能
(1). 1981 1997年，他又先JFi1s 
く文〉
女人》和 脚本，
(2) . 
(3) . 
了包007:1。く北日>
+5 i己胡flt持ι斗玄深入抗di“41:'典"
く文〉
1はじめに、でも述べたが、 (1)から (3)における例のように、 “度"は
f数詞÷“度"十動詞jの語I1震で、つ変" や;合打数段プレー
となることが多い。 間じ動作行為
十数訴十動量制j という諾)1債で:主に動詞の後ろに用いら
成する。つまり補語として用いられるのが一般的であるが、これらの例からも
うかがえるように、ぽ度"に I~ しては文中で補諾として用いられている例{土
この度筆者が収集した用例の中には見られなかっ
と異なる日慶吋の統語上の重要な特徴であると設うことができ
2.2 r数謁十“!支"Jと結びつく動部について
と結びっく動詞にはどのような特徴が見られるのであろうか。この
ことについて考察を行うといくつかの点が指摘できるのまず二fXI~~ I土、前の(1)
"- (3)、及び本稿で示す他の例からもうかがえるが、一
多いということが言える。一部、単音節の“荻円、“過"などの動詞
ついている例も見受けられるが、「数間十“度円十露b詞j における動詞は二者
節の動認が主であるということを統語上の一つの特徴と言える。
また以下の(4)~ (6)のように動訴に補諾が伴われている例がし 1くつか見
付).他己役随者阿賀克~Jr与患弓商!官捧舵滋牢杯，く新〉
(5) .四!菅穿 1:-黄色領騎杉的王i認章一度改実力J頑強的意:大利
く文〉
(6). P寿夫之内，美i語伶媒 務消息。く新〉
(38) 
ただ例のように、 に眼られ、実義的で意味
f数百可十動量詞jが
く;場合が多いと指摘されている。そして
の後の補語で治される状態や結果に至
るまでの過棋を示すものであるということが述べられている。ただ、「数詞十
“度目J~こ関しては動詞が補認と結びついている例、特に実義的な補語は極め
あり、さらに数の上で、は補語を伴っていない併が圧倒的多数であること
から、この}投 1999
きる日
さらに動詞と関わることをもう
られないというニとが指摘で
「数詞+“ j変"十jlJ説Jにおけ
る動詞の後に“了"、“希f"、“ j立川のアスペクト助詞がついている例は非常
く、たとえ完了済みの動作をポす場合であっても“了"がつけられて
いない例が多く見られるの以下の (7)(8)のように一部 “ア"や“泣"が
つけられている例も見られるが、この度収集した用例で統計をとると、アスペ
クト助詞が付いていたものは 2. にすぎなかった(2)σ 
(7). :7;;北京現代|仇者三共的造組度組銭其北京{仏的彼徳。〈北娩>
(8ト i己議q守地盤jす来訪アi説家科技部副部長、中科続続士、物理有机化学家程
く文>
2.3 副詞“静(随経)" と共起する例
地蕗強度参加中間色木博覧会参作品 的花》、《臼枠林》、《水多印氾》
く新>
多著作中，批舛千~>)盈11度成方タむ主的焦点，
くjヒ1:1>
(1 1) .今天下午!均点，諮i鈴概略行中国原告代表詔律姉8<]亦i珂祥先生特疋赴芥
芥 11会jJ\，者望受害者井純 i吋'f11~各提供帯助。く北i挽>
(9) ~ (11)のように“度"が用いられた文においてはその前に副詞の“普"
或いは“緯銭円がある例が多く見られる。ただ一般的に“普(経)"はア
スペクト助詞の“道"とともに使われることが多いが、 f数詞十何度 "Jが
ある場合は、“:lゴ."が動詞の後に付し¥ていない例が多い。
2.4いくつかの構文における例
;最後に、どういう構文において用いられているかという点について、いくつ
か例
フレーズとの共起
(39) 
(12) . 作i曽瓦度主主政繍成1;抵影， 費都信.11:1演j立法位悲j剖女
的形象。く文〉
(13) .他{円分別荘第 64分寺中和第 78分やjl倒産被対手;iJ訂正，
。く ~tll免〉
. I認会夜 1914年被裳1'1:1:凱、 1917年被禦元洪附j玄僻i故后，到jさl付文第三次
く文〉
(15). . J二玲比饗中，ー ド思把手的著客足;君主大!、J，挫勉法)部森川事:澗穿，他夜
8壊j比務中， Zも十i約失j求数己i主主Ij了 10ノト。く新〉
(16) .述13~イホオ投J見JJj快音示党然是有j旗色不J]Jf引象的， 1可抗日誌也丘語比五笠愛泊
。く北1:3> 
(17).我i詩同!苦手午:銚妓林切!辱下工作。<北日〉
まず介詞ブレーズとともに用いられている一部の例として、 (12)~ (15)は
け身の“被" と共起している例である。(13)は「数制十“度 "Jの数
プレーズが付被"の前に置かれている例。 (14)(15)は逆に“被"の介
詞フレーズの後に置かれている例である。「数前一ド4度目j はこのように“被"
構文において使われている例が比較的多く見られる。こ
味論の範鴎と関係することでもあるが、 f数間十 μ 度ぺiが用いられた文で動
作の受け手や対象を示す詩句が動詞
れることが多い。受け手や対象
らにある文では動作者を示す詩句があると、
ることになり、意味関係を明確にするために、よく 臼被"が用いられると考
えられる。
(16) (17)は介gnJ“恋" と共起している例である。 十“ il'" I 
フレーズの前後どちらでも (16は後、 17は前)位置づけられるということが
わかる。
その他以下の(18')'"-' (23)は連動文における例、兼詩文における例、自
の部分が長い文における例である。
-連動文における使用例
(18). 2000年室2001年3 我又i剖!宥去装箆探来。く北l挽〉
(19) .他曽姪商用来上海演出。く文〉
・兼詩文における使用例
(20). 早些吋候的東端索、南せ1 1'1等 l技火i:!?. 1首 fLJ苦迫性7我{汀的タト~1雪国着特林4愚
前大撤高。く北日〉
(40) 
(21) .結果，深J惑整体安力不立IJ対子的彼徳)~~:ì!}度 J::g科静的整体抜本勝手腕，強
度比到史的ム絃泊。〈北晩>
・E"JI拘諮が長い文における使用例
(22). "~己者側 j安泣き仇了位子議採市j栴 fí~{慎 i京]守被杭州、i間跨潟大耕建造工科土地，
関下;最深印象的是老 1~1姓。く新〉
(23) .此タト，他的結斗盛三瓶得 A1UA筆7f;頒奨礼中的襖大矛lj)詑;最イ)I可欠何時):十奨項，
j干支i証取 A1UAj崩笑礼的最佳JL歌創作発 a く新〉
3意味論的考察
3吻 1“度" に関する意味と褒皮義
「数詞十“ j支勺の形で反復性のある動作行為の
1はじめに、における各辞書の釈義にあるように、閉じ動最前の
“次叩や“間"の意味に近いという解釈ができる。動量詞の中の専用動量
さらに主に意味の掛から、以下に示すように μ廿数量iえ1"、
問の四つの類に分けられる (3)。 柑 f古竺円
'の類に属すると考えられる。
(“番目、“通"、白")、
(“趨円、 "l蹴ぺ“場勺、 (“越川、“湯")
さらにもう一点、問じ動量詞の中でも、例えば好ましい、肯定的な意味を表
す “番門と好ましくない、否定的な:意味を表すが通"といった褒義と
部:731Jが認められるつつまり、例えば日探入地駅究了…番" とは言えても、
“ 探入地研究了…吃通"とは言いにくい、逆に“挑射了…通" とは言えても、
了一番"はfiえり立ちにくいということがある(引3 そこで何度円に
ついても、このような傾向があるかどうかということを調べたが、 “変 η は
以下に示すようにどちらの意味でも使われ、また中性的な意味で債われる例も
数多く見られる。したがって動量調“度"には同じ動量詞の“番目と“通"
の間に見られるような褒義、疑義の区号りはないと言える。
¥内度収得領先伏勢¥開度打入決寮¥両度被呼方市努模
~1芝文: ¥関投'治焔¥二三度失敗、¥開度裳武自承¥凡度遭遇危机
3，2意味特徴
ここでは、 “!変"に関する意味特徴について考えるo
. [十稀少的][一日常的]
(24) .示 I~]I諒子 1995 年平n 1997年延底荻得欧割引音原市的芝木大奨。く北娩〉
(41) 
(25) .去年，朗耀字七段!曽盟!玄I~剤投“ 1世界関棋第…人"李!島情九段，
界棋j示。く新〉
(24)の例文のヨーロッパの音楽祭の芸術大賞の獲得、 (25)碁の世界
段に勝手りしたという例から、及びその他の例からもうかがえるが、 “度目で
数えられる動作行為は日常的に行われるものではない。にt1i~めて稀であるまりJ
なし得がたい動作のIEJ数を数えるときに使われる動量;認であるというよう
に判断できる。
[十稀少的][+厳粛的]
(26) .印!変領勢人勾中間i語家主席約締涛在最近一十月中二度.Dl!， 1筒井会淡，
く文〉
(27) .就在法九年之向，他多次挟党，魁度担任首都封主力之凱斯市市長。く新〉
(28). 5丹13Iゴ和 17日，共 I混同1執委会主席問盛J玄3，=会， X~ 草案 ili行吋沿，
…致通tt~等法小草案作;均決以的基制。く文〉
またさらに日IJの角度から意味特徴を抽出してみると、 (26)指導者と
席が三度会い、会談した、 (27)二度首都の市長を務める、 (28)コミンテノレン
主席泊が二度会議を開くといった例から、動議詞“度"で数えられる
は、「厳粛的j としサ意味的特徴があると認めることができるa
える日常的な動作行為の回数を数えるケ…スには過さないものと設える。ただ
すべての例に関してこの意味的特徴が認められるわけで1まなし~この「数詞十
円 j の数量ブレーズは後でも述べるが、スポーツに関する記事によく出て
くる。以下の (29)や(13)の例のようにスポーツのゲ」ム展開を示すような
例に関しては「稀少的Jとかり騒粛的j という意味的特徴はあてはまらないこ
とが多い。
例外:スポーツのゲーム展開に関する記事における使用例
(29) .挨弗頓臥在盟J玄落j芸的情況下，主j妥}2比21技平鉛和J軒先ミ朕臥， J1;七故双方
各有 l人被認下場，共持法3小点球。く新〉
斗&.他ifJ分知名E第 64分宅中和策 78分糾鼠l支被対手;ij日Z，最終只能接受平j詩的
結果。く北娩〉
3.3 時点を示す持部名詞との共起
(30) .郊先生的体調i在 4j司81ヨ和 13日替盟度超辻 39J賞、'到 21出去jJ己l同落手
36.6度t く文〉
(31) .我仙普在 1979年、1981年、1986年及 2001年間滞打入i世界掠球8
く北晩〉
(42) 
他在 1890--1903年和 1908- 1909年間防出任中国駐英公使。く文〉
(30) '" (32)の例はすべて「数続十“度"Jの前に動作がいつ行われたかと
いうことを訴す詩句があるが、このような例は比較的多く見受けられる。この
ことは、次の器用論的なこととも少し関わりがあるが、“度"を含む文が単
に動作行為が何間行われたかということを示すだけのものではなく、いつと
いつの何回行われたかということを示す傾向にあると言える。よって f数十
“j安打+動調句j が具体的な特定の動作行為を指すことが多いということを
“度目に関する…つの意味的な特徴として認められると考える。
3.4停数と頻度
(33) .法廷《明春11>>継前例次在北京的成功演出之后盆二法在京城舞台亮相。
く北i挽〉
(3心.今年日経忍法杭件j箆1TIl度鉛訳述…活功。く文〉
(35) .十五生1割高毎年挙か一一年間j安的“栄情服努月"活功，主要是方ア務効用
t1fl併設c糟荘1可j題。く北晩〉
(36).毎年間緒的芥)1、車:木両大新人笑最終逃毎:次者j)在波J;tj挙行。く文>
動作の間数を表す“度"の中に、やや特殊な意味を持つものとして、序数
を吊す例と頻疫を示す例が見られるつ (33) と (34) は前に“第"が置かれ
ていて、それぞれ f三度目J_i四度問j というj字数をえ乏している。 (35) と (36)
の例は、…定の期間における動作の回数を示す表現である。例のように「一年
に二度 1 経年二度;などのような頻度を示す例も数多く見られる。
4語用論的考察
4.1使用状況(用例数)
開度 三度 九度
新開(北京日披屯子版 2003年) 19 7 21 
新聞(新民1免扱i老子!投 2003年) 212 54 46 
文学作品(小説、散文) (約 200万字) 。 。 。
(老舎、余集、 朱自清)(5) 
対ι| 日活情料 (約 50万字) 。 。 。
円がどのような龍用環境で、またどのような文体でよく使用されてい
(43) 
るかということを明らかにするために、新聞、文学作品及び1:)語資料を調査し
たの j二i頚に示すように非常に顕著な結果が見受けられた。調査の結果“度円
は、新開記事においてのみ用例が見
ると、叙事文において多く使用され、発話者の主1~:iが入る *IJI新文、あるいは描
写的な文にはほとんど使われておらず、典明i杓な書断詩であるという
きるο また閉じ動作行為の@]数を示す i数間十“次>JJは“凡次"で
という疑問の意味で使われる例(“体去次中関?"など)が見られるが、
“度"に関しては、回数を問う疑問文で使用されている例は兇られなかっ
4.2文}派的意味
次に，文全体の意味内容、前後の文W~ して、あるし にある
などを含めて、「数割十“!変 "Jがどういう意味をポしているのかということ
を考察すると、以下の 2つのことが言えるの
援史的な出来事-、記録など
(37). 62歩的蒋兵枚!普越j支執教中国男銭。く新〉
(38). 77歩的方策秀!創出支被狩方市労模，現患
(39) .始建子持代，
家級文物保jr':!単位。く文〉
1981年、 19971:j“'
麗度捧得托)ち奨 9 く文〉
♀きょ.国会在 1914年被袈世凱、 1917
慨笈。く文〉
(25). i議?麗庭裁)性“刑判其第'人"李!日
界棋士ふく新〉
込1.我イf]勢在 197ヲ年、1981年、lヲ86
く北1免〉
2001 B 
史的な出
上に示した (37)
〉
われた動作行為の回数に関して、「経!輩、
録Jといった意味が認められる例が多い。例え
(38)は賞与、 (39)は歴史的な出来事、 (1) (14)歴史的な出
(25) (31)は記録を示しているというように理解できる。これ以外の例につい
ても、このような文脈的な意味を持つものが比較的に多い。
特徴の部分とも関係することであるが、 “度"で数えられる動作行為
というのは、何らかの特別な意義がある、達成するのに臨難な動作行為
る回数を来す特に使われていることがうかがえる。したがって同じ動作行為の
(44) 
le数をポす例で、も、以下の (40)のように、日常的に行われる、多くの人
験があるような単純な動作について詩われるケースでは、 “度 η は使用され
ノヱし 1こと
(40) . 
く新〉
えられるの
・過去の e'l寺的な状況、
(41)、合“ j河j坊部長"
〉
iE:rifj，¥1jIJ牙去，毎日
顎，
(29). j実綴i仏雌i玄落J8的情況下， 2比2故平組骨斯jR朕i坑，此，!武双方
]人被告j下場，共:tJJil3小JR球。くおr>
良心.郎先生的体温イl~ 4，月 8U和 13lc曽盛度超泣 39
36.6)支:
型'J21日却
次にもうソ主認められることは、 る{91Jのように、過去の一時的
の文脈から、主に f数詞十
もしく拭文において現高時とさ
で示される状況にはない、ある
，ζ 
れる
状況をポす例が見られる。これら
， Jの後の部分から るが、
十“ j李"十
いないということがうかがえる。例えば上のの
が二度辞設を串し出たj という部分があるが、その
ういう状況にないということがわか
一…リードされたが最後は2対 2の問点であるj という例会
また (;30) 二十九度を超えたj とあるが、文の後
Lたこと り、発言時点では思複
していてそういう
4.3スポーツに関連する記事における例
したように f数詞十印度目Jはスポーツに関する記事によ〈使われているつ
， 主場 2比2，弦平額一転斯，8"¥朕!払，此i技双方
く新〉
[Ji:1挽的男弟決議，対王結来説是如此ヌ富雄，
他最終抜日生了
'卒。く新〉
第知一小世界大要的冠
(よ豆). ，被勅沃j本森三t主将穿，而地在
6 J謁比寝中，累計Ij<J失球数日司法到了 10令。く新>
(15)はスポーツに関する ける例で、あるが、これらはゲー
(45) 
ムの展開や記録などを示しているものと言える。例文にある、
下'¥ “~度額先ぺ“ ~J支被浩平"、 “~!支澗穿リなど
よく見られるの
4.4後続するフレ~ズや文について
「数十“次 "Jが状諦としてjg私、られる場合は、その文の後ろに、さらにフ
レーズや丈が続くのが一-般的で、あるという指摘がある。杉村 1994では I数詞
十付次勺が状諮の位援に現れるときは f言い切りにならずにまだ文が続く
といった条件が必要で、あるj という指摘がされてい石。ただ f数間十“)J変"j
が状認として用いられているときの例を克ると、{確かに、後ろに文が
して何らかの内容が付け加えられている例が多く見られるが、 ーか以ドの
(3) (6) (16) (1めのように f数詞十“度目jの後の述詩の部分でi言い切りになっ
ている例も少なくない。したがって「数詞十“度りが状詩となる場合に関し
ては、後ろにさらに文やフレーズを後続させるということは、その使用の条件
として見なすまでには至らないと判断できる。
il.短期.半十月定，中共中央怠己胡綿涛二斗草深入抗“典"第
く文〉
並上跨夫之内，奨i詣伶媒盟l支持Hi!~諸民功務消息。
斗皇LJさEす皆、才投JsG原来官示党然是有際色和影{象的，
斗位 2000 
く北日〉
2001 。く北u免>
5おわりに
以上、動量詞“度"について三つの側面から
、で示したように一般の動態調とは異なり、
置かれ状語の機能を果たすのが主な用法である。
つ7人 2
“度 "J
“次"や“[四月ま
的
j者fiこ
のほかの動量詞のように動認の後におかれ、補語の機能を担う例が見られない
という点、用法上非常に特殊な動量詞として認識することができる。 l凍2003
では、宋代の言語では f数詞十“度"Jは状語として用いられる
あるものの、動詞の後ろで補語となる使用例も少なからず見られるという指摘
がある。なぜ動詞の吉fiの主に状諾の位置にしか使えないのかということを見出
は、このような通時的観点を含めいろいろな角度からの考察が必要になる
であろうと思われる。
また f数詞十IJ量詞jが、どうしづ条件で動詞の前に置かれ、主に状誌の機
(46) 
能を果たすのかという問題があるが、これについてはすでに数多く
があり、統詩的或b
研究で考察の対象となっているの
いくつか指摘されている。ただ、これらの
十“次勺であり、専ら動調
の前に続かれ主に状認の機能を果たす“度月に関しては、ほとんど考察の対
象とはなっていなし」 “度"に関する用法上の特徴や意味的な特徴を細かく
ことによって、 f数前十動量鈎 jがどのようなケースで、動詞の前に震か
れるのかということがさらに詳細に、また的礁に見えてくるものと考えられる。
これら二点の問題については稿を改めて論じたいっ
j主
( 1) J設団的、事 1998を参般の
(2 )この数字は、 4.1の表におけるj特例数を統計の範倒にしたものである。
(3 )部2000、ヰモ2002を参照。
(4)何 2001を参摘。
(5 )老舎{開 11tl司常》、余光《活~ì)、:王制
!当荷数文j皐集》を用いた。
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